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会
長
挨
拶

　

会
員
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
、
貴
重
な

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和
６
年

度
を
迎
え
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
共
生
社
会
を
見
据
え
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と
、
質
の

高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
注
力

し
て
参
り
ま
す
。
今
日
は
、
新
た
な

年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
皆
様

に
私
た
ち
の
進
行
方
向
と
主
要
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
介
護
分
野
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
は
、
効
率
性
と
サ

ー
ビ
ス
の
質
を
根
本
か
ら
変
え
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
科
学
的
根

拠
に
基
づ
い
た
介
護
方
法
の
導
入
、

及
び
生
産
性
の
向
上
を
図
る
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
、
介
護
人
材
不

足
の
現
代
で
よ
り
質
の
高
い
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
利
用

者
様
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
最
適

な
ケ
ア
を
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

次
に
、
認
知
症
施
策
の
総
合
的
な

推
進
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。
認
知

症
の
方
々
及
び
ご
家
族
に
対
す
る
支

援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
社

会
全
体
で
支
え
合
え
る
環
境
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

外
国
人
を
含
め
た
介
護
人
材
の
確
保

と
支
援
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
整
備
に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
質
の
高
い
人
材
育
成
と

適
切
な
人
員
配
置
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
保
つ
上
で
不
可
欠
で
す
。

　

さ
ら
に
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推

進
に
も
注
力
し
ま
す
。
最
近
の
地
震

や
感
染
症
を
中
心
と
し
た
災
害
の
頻

発
を
受
け
、
施
設
と
し
て
の
備
え
を

再
確
認
し
、
職
員
と
利
用
者
様
が
常

に
安
心
か
つ
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
災
害
発
生
時
に
お
け
る
迅
速
か

つ
効
果
的
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
準
備
と
訓
練
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

　

中
間
施
設
に
端
を
発
し
た
老
健
の

施
設
運
営
方
針
が
、
利
用
者
様
や
職

員
が
安
心
し
て
日
々
を
送
れ
る
介
護

施
設
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
成
長
続

け
る
持
続
可
能
な
介
護
施
設
と
な
っ

て
い
る
の
か
等
を
自
問
自
答
し
な
が

ら
皆
さ
ま
と
共
に
考
え
成
長
し
て
参

り
ま
す
。
皆
さ
ま
が
日
常
生
活
を
送

る
上
で
の
不
安
を
取
り
除
き
、
安
全

で
安
心
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と

が
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

　

老
健
会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
共
に
支
え

合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
私
た

ち
は
よ
り
良
い
未
来
を
築
い
て
い
け

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

も
、
皆
様
と
力
強
く
一
緒
に
歩
ん
で

い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

公益社団法人
埼玉県介護老人保健施設協会 

会長 荒舩　丈一

地
域
で
支
え
あ
い　
成
長
す
る

安
全
・
安
心
の
介
護
施
設
に
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令和５年度「公益社団法人埼玉県介護老人保健施設協会会長表彰」受賞者

施設名 受賞者
翔寿苑 加藤　美歩

翔寿苑 青山　洋子

尚和園アンシャンテ 田村　理恵

尚和園アンシャンテ 根津　章敏

しょうわ 黒岩　彩音

しょうわ 梅田　　昭

逍遥の郷 田替　育実

逍遥の郷 四方田美保

鶴ヶ島ケアホーム 小林　常子

鶴ヶ島ケアホーム 風間智映子

なのはなの里 丁名塚恵美

なのはなの里 荒木　克仁

虹の園 山本　麻紀

ハーティハイム 竹下　千紘

ハーティハイム 柊澤　昭江

はなぶさ 元木　陽子

はなぶさ 菅原　節代

飯能ケアセンター楠苑 鈴木　信明

飯能ケアセンター楠苑 中嶋　和彦

東松山市総合福祉エリア 田口　静香

東松山市総合福祉エリア 加藤　直人

プライムケア川越 野口　京子

プライムケア川越 数野　順子

FOMA・なごみ 大河原裕介

FOMA・なごみ 島田　和宣

施設名 受賞者
愛 並木　洋之

愛 関谷　智美

あさがお 篠山　憲子

あさがお 山崎　美幸

いこいの家 若松　朋子

いこいの家 砂生　暁代

いづみケアセンター 目黒　祐子

いづみケアセンター 山岸　友美

岩槻ライトケア 堀川　達志

岩槻ライトケア 黒須　智之

いるまの里 渡邉　聡美

いるまの里 田代　善一

鶴寿の里ナーシングホーム 福田　睦子

鶴寿の里ナーシングホーム 村松　昭信

上福岡リハケアセンター 鬼頭吾志也

上福岡リハケアセンター 岡野　京子

川口ケアセンター 小川万里子

川口ケアセンター 吉田　和正

グリーンビレッジ安行 武笠　明子

ケア・ビレッジ・シャローム 加藤　剛史

ケア・ビレッジ・シャローム 秋葉ひとみ

高齢者ケアセンターのぞみ 角田あや子

高齢者ケアセンターのぞみ 瀬山　友香

高齢者ケアセンターゆらぎ 中台衣久美

高齢者ケアセンターゆらぎ 中村　正明

永年勤続表彰（５０名） 五十音順（施設名・敬称略）

実践的かつ継続的な施設防災対策の取り組み
きんもくせい
ケアワーカー 加藤　　綾

認知症における周辺症状の顕著な事例に関する一考察
　〜カンフォータブル・ケアを試みて〜

いづみケアセンター
看護師 新井　裕美

新型コロナウイルスのクラスター経験を通して
　〜発生から終息までの取り組み〜

なでしこ
看護師 野坂　裕哉
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第２８回 埼玉県介護 老人保健施設大会
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令
和
六
年
三
月
十
六
日（
土
）、
第
二
十
八

回
埼
玉
県
介
護
老
人
保
健
施
設
大
会
が

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
と
展
示
場
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
汗
ば
む
く
ら

い
の
陽
気
の
下
、大
野
元
裕
埼
玉
県
知
事（
代
理　

藤
岡
麻
里
地
域
包
括
ケ
ア
局
長
）、
東　
憲
太
郎

全
老
健
会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
内
田
理
事
の
司

会
に
よ
り
開
会
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

荒
舩
丈
一
会
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
後face to face
か
ら
デ

ジ
タ
ル
へ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
選
択
肢

が
広
が
っ
た
。
ま
た
世
界
各
地
の
戦
争
を
発
端

と
し
た
急
性
イ
ン
フ
レ
は
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
自
然
災
害
の
被
害

も
深
刻
で
、
特
に
一
月
一
日
の
能
登
半
島
地
震

で
は
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
。
埼
老
健
は
被
災

地
の
復
興
に
向
け
、
関
係
各
署
と
連
携
し
な
が

ら
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
と
表
明
し
ま

し
た
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
日
々
大
き

く
変
化
す
る
中
、
今
大
会
が
老
健
で
働
く
仲
間

が
心
を
一
つ
に
前
を
向
き
、
力
を
合
わ
せ
て
、

「
地
域
と
共
に
歩
む
老
健
」
を
目
指
す
き
っ
か

け
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
を
込
め
た
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
大
野
知
事
よ
り
「
埼
老
健
会
員
に
よ
る
能

登
半
島
地
震
へ
の
介
護
職
員
等
の
派
遣
協
力

に
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
日
頃
か
ら
県
の
高
齢
者
福

祉
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
。
埼
玉
県
は
令
和
４
年
に

初
め
て
人
口
が
減
少
。
今
後
、
現
役
世
代
人
口
が
減

り
後
期
高
齢
者
が
増
加
す
る
ス
ピ
ー
ド
が
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
４
月
か
ら

第
９
期
高
齢
者
支
援
計
画
が
始
ま
る
が
、
介
護
保
険

制
度
が
持
続
可
能
な
仕
組
み
と
し
て
継
続
で
き
る
よ

う
、
老
健
の
目
的
で
あ
る
在
宅
復
帰
を
進
め
る
と
と

も
に
、
知
識
技
術
の
向
上
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
（
藤
岡
麻
里
地
域
包
括
ケ
ア
局
長　
代
読
）。

東
会
長
か
ら
は
「
能
登
半
島
地
震
に
はD

M
SP

（
全
老
健
災
害
相
互
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

を
す
ぐ
に
立
ち
上
げ
、
被
災
地
域
か
ら
の
利
用
者
の

の復興支援を継続し

５
・
２
％
の
賃
上
げ
と
な
り
、
人
材
確
保
が
い
よ
い

よ
困
難
と
な
る
。
施
設
は
ま
ず
加
算
を
も
れ
な
く
取

る
こ
と
が
重
要
。
ま
たICT

（
情
報
通
信
技
術
）
や

タ
ス
ク
シ
フ
ト
に
対
す
る
加
算
や
生
産
性
向
上
推
進

体
制
加
算
な
ど
が
新
設
さ
れ
た
の
で
取
り
組
ん
で
欲

し
い
」
と
熱
い
思
い
の
こ
も
っ
た
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
金
井
埼
玉
県
医
師
会
長
の
祝
電
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

宮
地
副
会
長
が
司
会
を
務
め
た
表
彰
式
は
、
初

め
に
二
十
六
施
設
五
十
名
の
仲
間
が
永
年
勤

続
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
者
代
表
の
プ
ラ
イ
ム

ケ
ア
川
越　

数
野
順
子
さ
ん
に
荒
舩
会
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、「
老
健
の
地
域
リ
ハ
ビ
リ
に

関
わ
っ
て
き
た
。
今
後
も
住
み
慣
れ
た
地
域
と
の
懸

け
橋
に
な
れ
る
よ
う
仲
間
と
共
に
働
い
て
い
き
た

い
。」
と
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
三
百
二
十
一

首
の
応
募
が
あ
っ
た
埼
老
健
介
護
百
人
一
首
の
優
秀

歌
十
首
の
う
ち
、
小
谷
あ
ゆ
み
賞
を
受
賞
し
た
関
口

淑
子
さ
ん
に
会
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

特
別
講
演
は
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ

ー
研
究
所
副
所
長
の
藤
原　
佳
典
氏
。
研
究

所
の
前
身
は
昭
和
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
大
岡
越
前
」

に
も
出
て
き
た
「
小
石
川
養
生
所
」。
初
代
院
長
は

老健」を目指そう

受
入
れ
、
職
員
派
遣
、
物
資
の
支
援
な
ど

に
対
応
し
た
。
４
月
に
は
ト
リ
プ
ル
（
診

療
・
介
護
・
障
害
福
祉
）
改
定
が
行
わ

れ
、
初
め
て
介
護
報
酬
（
２
・
０
４
％
）

が
診
療
報
酬
（
０
・
８
８
％
）
の
改
定
率

を
上
回
る
。
介
護
現
場
の
賃
上
げ
が
期
待

さ
れ
る
が
、
一
般
企
業
は
春
闘
で
平
均

東憲太郎全老健会長

東京都健康長寿医療センター研究所
副所長　藤原佳典氏による特別講演

荒舩丈一会長

藤岡麻里地域包括ケア局長
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埼
玉
県
出
身
で
わ
が
国
最
初
の
実
業
家
と
言
わ

れ
る
澁
澤
栄
一
翁
で
、
先
生
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
そ

う
で
す
。
彼
の
実
業
家
と
し
て
の
理
念
で
あ
る

「
売
り
手
良
し　
買
い
手
良
し　
世
間
良
し
」
と

い
う
三
方
よ
し
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に

大
い
に
役
立
つ
考
え
で
、「
高
齢
者
が
拓
く
、

三
方
よ
し
の
地
域
づ
く
り
～
支
え
ら
れ
る
人
か

ら
支
え
る
人
へ
～
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に

沿
っ
て
多
く
の
実
例
を
も
と
に
興
味
深
い
話
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
で
大
切
な
多
世
代
の
人
々
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
た
め
に
、
高
齢

者
に
社
会
の
一
員
と
し
て
新
た
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
「
場
」

と
「
人
」
と
「
仕
掛
け
」
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
の
「
場
」
の
一
つ
と
し
て
老
健
が
果
た

す
役
割
に
大
き
な
可
能
性
も
感
じ
ま
し
た
。
幸

い
老
健
で
は
令
和
六
年
介
護
報
酬
改
定
で
「
生

産
性
向
上
推
進
体
制
加
算
」
が
新
た
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。「
介
護
助
手
」
活
用
も
重
要
な
要

件
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
高
齢
者
の

活
躍
の
「
場
」
の
提
供
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

さ
ら
に
、
多
世
代
交
流
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の

み
で
は
な
く
、
一
般
住
民
に
と
っ
て
も
子
供
に

と
っ
て
も
心
の
発
達
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
実

例
と
し
て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
認
知
症
・
フ
レ
イ
ル

予
防
事
業
と
し
て「
朝
霞
ぐ
ら
ん
ぱ
の
会
」の
活
動
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
の

で
静
的
活
動
か
と
思
い
き
や
一
日
一
万
歩
に
も
達
す

る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
読
み
語
り
」
に
頻
回
に
参
加
し
た
児

童
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
情
緒
的
イ
メ
ー
ジ
が
１
年

以
上
保
た
れ
る
と
い
っ
た
効
果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
企
業
が
Ｊ
リ
ー
グ
と
コ
ラ
ボ
し
て
入
所
者
の

方
が
施
設
内
や
ス
タ
ジ
ア
ム
で
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
が
講
演
後
に
考
え
た
こ
と
は
、
高
齢
者
ケ
ア

に
携
わ
っ
て
い
る
私
た
ち
老
健
ス
タ
ッ
フ
は

「
高
齢
だ
か
ら
要
介
護
状
態
だ
か
ら
衰
え
る
人
、
支

え
ら
れ
る
人
」
と
い
う
考
え
に
陥
っ
て
い
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。「
人
間
は
自
己
実
現
に
向
か
っ
て

絶
え
ず
成
長
す
る
存
在
」
と
し
て
「
支
え
る
人
と
な

り
う
る
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
ケ
ア
す

る
人
も
実
は
ケ
ア
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
藤
原
先
生
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
治
ま
っ
て
い
な
い
施
設
も
あ
る

な
か
参
加
者
３
４
８
名
、
研
究
発
表
は
口
演
２１
と
ポ

ス
タ
ー
が
８
演
題
あ
り
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
業
者
１５
社
様
に
は
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
施
設
運
営
や
職
員
の
質
の
向
上
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
、
次
回
は
さ
ら
に
多
く
の
参
加

者
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
ケ
ア
・
ビ
レ
ッ
ジ
シ
ャ
ロ
ー
ム
野
呂
牧
人
）

能登半島地震 被災地

応
援
（Be

サ
ポ
）
す
る
。

ま
さ
に
支
え
ら
れ
て
い
る

人
が
立
場
を
代
え
て
チ
ー

ム
や
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
す

「地域と共に歩む



　令和５年１１月２９日（水）に第１６回「彩の国老健ひろば」を秩父市の秩父
宮記念市民会館けやきフォーラムで開催しました。「介護老人保健施設
の役割を県民の方にご理解いただくとともに、高齢者も家族も住み慣れ
た地域で安心して、楽しく生活できるように支援することを目的」とす
る「彩の国老健ひろば」を平成１６年度から始め県内各地で開催してきま
した。しかし、新型コロナウイルス感染症のため令和２年度から中止と
なっていましたが実に３年ぶりに開催することが出来ました。
　催しの内容は、介護老人保健施設に勤務する医療・介護・福祉の多職
種の特徴を活かし、①健康測定コーナー（血圧・動脈硬化指数・骨密
度・聴力・脳の健康チェック）、②体力測定コーナー、③各種相談（医
師の健康相談・管理栄養士の栄養相談・支援相談員の介護なんでも相
談）、④作品作り（リハビリ職）、⑤北部地区の施設紹介等でした。
　来場者の多くは、健康測定の結果を持って医師や管理栄養士のコーナ
ーへ相談に訪れていました。改めてご自身の健康について考えるための
お手伝いが出来たことや介護老人保健施設を多くの方にご理解いただけ
たと実感いたしました。
　この３日後の週末には京都の祇園祭、飛騨の高山祭とともに「日本三
大曳山祭」に数えられる秩父夜祭を控える中、地域の方々に多数ご来場
いただきました。ありがとうございました。
　今年度も別の地域で開催し、健康増進に関する有益な情報を県民の皆
様にお届けいたします。� （瑞穂の里　馬目　淳）

管理栄養士の栄養相
談

体力測定

開催しました
県民の皆様が安心して楽しく生活できるようお手伝い
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医師による健康相談

施設紹介

作品作り（リハビリ
職）

秩父宮記念市民会館
けやきフォーラム

健康測定

埼老健　第16回　彩の国令和５年

11月29日 老健ひろばを
県民の皆様が安心して楽しく生活できるようお手伝い
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公益社団法人　埼玉県介護老人保健施設協会
（事務局）〒368-0072　埼玉県秩父郡横瀬町横瀬5850

介護老人保健施設　なでしこ内
TEL. 0494−53−9090　　FAX. 0494−53−9050
URL:http://saitamaroken.jp/　E-mail : info@saitamaroken.jp

脳卒中と骨折予防
　ねたきり　ゼロへの第一歩

第

条
1 「手は出し過ぎず目は離さず」が

　介護の基本　自立の気持ちを大切に

第

条
6

ねたきりは　ねかせきりから作られる
　過度の安静逆効果

第

条
ベッドから移ろう移そう車椅子
　行動広げる機器の活用

第

条7

リハビリは早期開始が効果的
　始めようベッドの上から訓練を

第

条
3 手すり付け　段差をなくし　住みやすく

　アイデアいかした住まいの改善

第

条
8

暮らしの中のリハビリは
　食事と排泄、着替えから

第

条
4 家庭でも社会でも　喜び見つけ

　みんなで防ごう閉じこもり

第

条
9

朝起きて、まずは着替えて身だしなみ
　寝・食分けて生活にメリとハリ

第

条
5 進んで利用　機能訓練　デイ・サービス

　寝たきりなくす人の和　地域の和

第

条
10

ねたきり0への10か条ねたきり0への10か条
ゼロゼロ

2

 毎月15日は いい介
１ ５

護 老健の日
利用者の幸せサポート　埼老健

　
　
　
埼
老
健
介
護
百
人
一
首
　

優
秀
歌

小
谷
あ
ゆ
み
賞

亡
き
夫
植
へ
し
み
か
ん
の
赤
く
な
り
ひ
孫
の
食
べ
る
笑
顔
嬉
し
き

本
庄　

き
よ
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
・
な
ご
み
）

小
谷
あ
ゆ
み
賞

介
護
士
の
異
動
に
一
人
涙
す
る
膝
に
一
粒
ハ
ン
カ
チ
さ
が
す

関
口　

淑
子
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

面
会
の
孫
に
ど
な
た
と
言
う
祖
母
と
涙
こ
ら
え
て
笑
顔
で
話
す

内
田　

和
志
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

祖
母
か
ら
の
癒
し
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ッ
セ
ー
ジ
打
ち
間
違
い
も
愛
お
し
く
な
る

福
島
み
さ
き
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

見
え
ず
と
も
聞
こ
え
な
く
と
も
優
し
さ
を
感
じ
て
歩
く
手
の
温
か
さ

細
川　

幸
子
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

ま
た
一
歩
新
た
な
課
題
乗
り
越
え
て
と
も
に
目
指
そ
う
在
宅
復
帰

吉
田　

彩
乃
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
笑
顔
幸
せ
運
ぶ
魔
法
だ
ね
今
日
も
あ
な
た
の
魔
法
に
か
か
る

村
田　

裕
一
（
い
づ
み
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

行
き
詰
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
無
理
を
せ
ず
介
護
の
プ
ロ
に
ま
か
せ
て
ほ
し
い

大
山　

嘉
朗
（
み
ど
り
の
館
）

年
老
い
て
つ
ら
さ
病
を
乗
り
越
え
今
の
私
は
ど
ん
な
に
嬉
し内

田　

敏
子
（
愛
）

暗
い
部
屋
い
つ
か
帰
る
と
用
意
し
た
介
護
ベ
ッ
ド
も
思
い
か
な
わ
ず

河
村　

稔
之
（
上
福
岡
リ
ハ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
）

編 集 後 記
　

新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
と
な
っ
て
初
め
て
の
老
健
大
会
や
老

健
ひ
ろ
ば
の
様
子
、
運
動
・
口
腔
・
食
事
の
シ
リ
ー
ズ
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
「
地
域
と
共
に
歩
む
老
健
」
に
な
る
よ
う
、
県

民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
や
会
員
施
設
向
け
の
研
修
な
ど
も
コ
ロ

ナ
前
と
同
じ
よ
う
に
再
開
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
野
呂
）

表紙の写真：鶴寿の里ナーシングホームの皆様


